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森
の
活
用
と
保
全

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

　NPO 法人丹波グリーンパートナーは、木

の駅で出荷された木材の活用を担う機関で

薪加工や薪販売などに力をいれています。

里山を抱える地域の活動をサポートしてい

きますので、ご相談下さい。

　活動は、ホームページ・フェイスブック

で公開しています。

　NPO 法人丹波グリーンパートナー事務

局☎ 080-4821-3941

　

国
内
の
森
林
は
、
電
気
や
灯
油
に
依

存
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
や
、
森
林
整
備

の
担
い
手
不
足
な
ど
で
、
手
入
れ
が
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
丹
波
市
で
も
、

森
林
の
荒
廃
が
進
行
し
て
お
り
、
平
成

26
年
８
月
の
丹
波
市
豪
雨
災
害
で
発
生

し
た
、
山
の
崩
落
、
土
砂
や
流
木
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
呼

び
か
け
で
、
自
治
会
・
地
域
の
有
志
団

体
な
ど
の
市
民
参
加
型
で
森
林
整
備
を

行
う
「
丹
波
市
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
、
木
の
駅
）
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

木
の
駅
は
、
参
加
者
が
伐
採
し
た
木
を

集
積
場
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
持
ち
込

む
と
、
６
，
３
０
０
円
／
ｔ
で
買
い
取

る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　

集
ま
っ
た
木
材
は
、
薪
に
加
工
さ
れ
、

森
林
資
源
が
循
環
す
る
地
域

薪
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と

し
て
市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
森

林
資
源
を
市
内
で
循
環
さ
せ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
、
里
山
の
保
全
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
の
駅
を
利
用
し
て
、
森
づ

く
り
を
し
よ
う
と
、
山
に
入
る
機
会
を

増
や
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
な
ど
の
森
林
整
備
活
動
は
年
々

増
え
、
累
積
で
１
７
９
ｔ
の
木
材
が
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
市
木
の
駅
実
行
委
員
会
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
丹
波
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
が

協
働
し
て
、
循
環
の
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

　

木
の
駅
実
行
委
員
会
は
参
加
者
全
員

で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
木
材
の
出
荷
や

新
規
参
加
者
の
講
習
、
森
林
登
録
を
行

①
木
材
の
買
取
：
６
，
３
０
０
円
／
ｔ

（
現
金
３
，
３
０
０
円
、
た
ん
ば
共
通

商
品
券
３
，
０
０
０
円
分
）

②
薪
の
加
工
・
販
売

③
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
：
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
基
本
的
な
知
識
を
は
じ
め
、

立
木
伐
採
の
安
全
技
術
を
学
ぶ
講
習
会

④
森
林
活
用
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
：

里
山
の
活
用
や
整
備
等
の
活
動
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト

　

市
で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ボ
イ
ラ

ー
の
導
入
を
推
奨
し
、
設
置
補
助
を
行

　木の駅プロジェクトの活動報告や、実行委員

会に参加する自治会などの活動発表、グループ

ディスカッションを行います。

■とき / 平成 30 年２月 25 日（日）午後１時 30 分～

■ところ / 氷上住民センター　大会議室

■内容 / 各自治会活動発表・グループディスカ

ッションほか

木の駅プロジェクト

シンポジウム開催

　

市
民
環
境
課
（
氷
上
庁
舎
内
）
☎
82
‐
１
２
９
０

問

H P

　北岡本自治会では、自分たちの地域は自身

で守ろうと、若い世代を中心に森林の活用と

保全に取り組んでいます。きっかけは、丹波

市豪雨災害の被害拡大の一因が、森林の手入

れ不足だと言われていると知ったことです。

　間伐などの森林整備だけでなく、アウトド

ア講習会・ハイキング・グルメイベントなど

楽しい企画をしています。活動は年齢・性別

関係なく、それぞれの個性が発揮でき、山に

関心をもつきっかけになっています。資金は

木の駅プロジェクトを活用して捻出しており、

非常に助かっています。

　森は、少し手を入れることで、人の集まる

場所になり、災害に強くなります。他の地域

でも木の駅プロジェクトを活用して、森林整

備に取り組んで欲しいですね。目標は子ども

たちが遊びに行きたくなる森づくりです。み

んなで楽しみながら、後世につなぐ森づくり

が、生命を守り、にぎわいにつながることを

肝に銘じて頑張ります。

い
ま
す
。
丹
波
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

は
、
集
ま
っ
た
木
材
を
買
い
取
り
、
薪

に
加
工
し
て
、
市
民
や
ハ
ウ
ス
農
家
へ

販
売
し
て
い
ま
す
。

■
丹
波
市
木
の
駅
実
行
委
員
会
の
役
割

①
木
材
の
出
荷

②
入
門
講
習
会
：
木
の
駅
へ
の
参
加
、

森
林
作
業
か
ら
出
荷
ま
で
の
説
明
と
安

全
に
出
荷
す
る
た
め
の
技
能
、
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会

③
森
林
登
録
：
木
材
を
伐
採
す
る
森
林

の
登
録

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丹
波
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
の
役
割

っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
11
月
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
は
、
灯
油
な
ど
の
化
石
燃

料
を
使
用
せ
ず
、
環
境
に
優
し
い
の
が

特
徴
で
す
。
近
年
、
火
独
特
の
暖
か
み

が
注
目
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
薪
を
購
入
す
る
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
燃
料
）
の
市
内
循
環
が
活
性
化

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
国
外
に

流
出
し
て
い
た
石
油
な
ど
の
燃
料
費
が

市
内
に
留
ま
り
、
循
環
し
ま
す
。

　

森
の
保
全
や
薪
使
用
な
ど
、
仕
組
み

へ
の
関
わ
り
方
は
様
々
で
す
。
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

低
炭
素
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
森
林
資
源
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
市
内
に
循
環
さ
せ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
や
参
加
す
る
自
治
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

森林資源を楽しく活用　

みんなで森や地域を守る 北岡本自治会長　黒田拓治さん

循
環
の
仕
組
み
を
つ
く
る

森
の
資
源
を
活
用
す
る

チェーンソー特別教育のようす

問

ホームページフェイスブック

昨年のシンポジウムのようす

（ストックヤード）

特
集
：
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
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シ
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フ
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シ
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広

報

ア

プ
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市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健

康

生

活

は

ぴ

た

ん

戸
籍
の
ま
ど

ま

ち

と

ぴ
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